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沢
庵
と
紫
野
の
仏
法

船

岡

誠

は
じ
め
に

私
は
か
つ
て
「
沢
庵
の
仏
法
断

１
）

絶
論
」
に
お
い
て
、
仏
法
放
棄
発
言
と
禅
僧
に
終
始
し
た
「
矛
盾
」
に
満
ち
た
沢
庵
の
生
き
方
、
宗
門
か
ら
距
離
を
置
き

な
が
ら
宗
門
の
危
機
（
紫
衣
事
件
）
に
は
先
頭
に
立
っ
て
宗
門
を
守
ろ
う
と
し
た
沢
庵
の
姿
勢
に
「
矛
盾
」
を
感
じ
、
そ
の
「
矛
盾
」
の
解
決
を
課
題
と
し

て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
宗
門
に
お
け
る
沢
庵
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
、「
南
宗
寺
諸
法
度
」・
宗
鏡
寺
の
「
中
興
和
尚
法
度
」
に
検
討
を
加

え
て
両
寺
の
存
続
に
も
心
を
砕
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
い
で
沢
庵
の
遺
戒
を
分
析
し
、「
絶
法
」
発
言
、
出
家
に
対
す
る
無
力
感
、
仏
法
放
棄
発

言
な
ど
に
触
れ
、
最
終
的
に
「
禅
僧
沢
庵
の
痛
烈
な
る
自
己
否
定
」
と
総
括
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
前
稿
の
「
自
己
否
定
」
と
い
う
結
語
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沢
庵
は
死
ぬ
ま
で
禅
僧
で
あ
り
続
け
た
こ
と
も
ま
た
確
か
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
矛

盾
」
が
あ
る
と
い
え
ば
あ
る
の
で
あ
る
が
、
前
稿
で
は
そ
の
「
矛
盾
」
の
負
の
側
面
、
仏
法
放
棄
・
仏
法
断
絶
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
こ
と
に
な

る
が
、
一
方
で
「
矛
盾
」
の
正
の
側
面
、
仏
法
存
続
、
仏
法
の
永
続
性
の
観
点
か
ら
沢
庵
の
行
動
と
思
想
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
が
払
拭
で

き
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、「
言
説
」
そ
の
も
の
の
も
つ
意
味
を
再
検
討
し
て
み
る
必
要
性
を
も
感
じ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
沢
庵
が
紫
野
の
仏
法＝

大
徳
寺
の
禅
ひ
い
て
は
仏
法
そ
の
も
の
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
か
か
ら
考
え
、
つ
ぎ
に
沢
庵
の
僧
侶
観
に
つ

い
て
検
討
し
、
最
後
に
寺
院
が
存
続
す
る
こ
と
の
意
味
を
通
し
て
沢
庵
の
仏
法
観
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
つ
ま
り
法
・
僧
・
寺
に
対
す
る
沢
庵
の
言
説
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の
検
討
で
あ
る
。
問
題
は
そ
の
言
説
に
「
矛
盾
」
が
多
々
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
可
能
な
か
ぎ
り
そ
の
「
矛
盾
」
を
解
き
明
か
し
て
い
き
た
い
。

一
、
紫
野
の
仏
法

紫
野
の
仏
法
と
は
大
徳
寺
の
禅
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
徳
寺
の
所
在
地
が
京
都
の
紫
野
（
京
都
市
北
区
）
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
に
い
う
。
こ

の
紫
野
の
仏
法
に
つ
い
て
は
、
沢
庵
示
寂
の
年
、
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
二
月
二
八
日
付
小
出
吉
英
宛

２
）

書
簡
で
、

天
祐
折
々
御
尋
被
申
由
ニ
候
。
是
も
い
ら
ざ
る
こ
と
に
精
を
尽
さ
れ
候
。
何
と
精
を
尽
申
候
て
も
、
紫
野
の
仏
法
、
今
の
世
に
ハ
用
ニ
立
不
申
候
間
、

成
り
次
第
に
し
て
置
か
せ
ら
る
べ
く
由
申
候
へ
共
、
止
不
申
候
。
人
を
引
導
な
と
仕
候
こ
と
ハ
、
浄
土
宗
も
一
向
宗
の
衆
も
仕
候
間
、
よ
き
仕
手
ニ
さ

せ
て
、
一
分
心
を
す
ま
し
て
物
の
本
の
き
れ
を
も
の
そ
き
て
被
居
が
自
分
の
利
益
た
る
べ
く
候
由
申
儀
に
候
。

と
沢
庵
は
述
べ
て
い
る
。
天
祐
、
諱
は
紹
杲
で
、
春
屋
宗
園
門
下
の
万
江
宗
程
の
法
嗣
、
す
で
に
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
大
徳
寺
へ
の
奉
勅
入
寺
（
一
六

九
世
）
を
済
ま
せ
て

３
）

お
り
、
こ
の
と
き
は
宗
鏡
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
祐
が
折
々
「
尋
」
ね
て
い
る
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
要
ら
ざ
る
こ
と
に
精
を
尽
く
し
て
い
る
。
い
く
ら
精
を
尽
く
し
て
も
、
紫
野
の
仏
法
は
今
の
世

に
は
用
に
立
た
な
い
の
だ
か
ら
、
成
り
行
き
に
ま
か
せ
る
し
か
仕
方
が
な
い
と
い
っ
て
も
聞
か
な
い
、
と
沢
庵
は
天
祐
の
こ
と
を
心
配
す
る
。「
尋
」
の
内

容
が
今
一
つ
分
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、「
人
を
引
導
な
と
仕
候
こ
と
」
は
浄
土
宗
・
一
向
宗
に
任
せ
て
置
け
ば
よ
い
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、

「
尋
」
は
「
人
を
引
導
な
と
仕
候
こ
と
」
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
時
代
は
仏
教
に
「
葬
式
仏
教
」
を
期
待
し
て
い
る
の
で
、「
紫
野
の
仏
法
」
は

も
は
や
役
に
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
こ
れ
は
む
し
ろ
「
紫
野
の
仏
法
」
は
「
葬
式
仏
教
」
と
は
違
う
と
い
う
自
負
の
言
葉
に
な
る
。

天
祐
に
つ
い
て
は
、
こ
の
前
年
の
や
は
り
同
じ
小
出
吉
英
宛

４
）

書
簡
で
、

天
祐
下
向
候
て
、
書
と
ぎ
一
人
出
来
申
て
、
頓
写
な
と
書
申
様
に
、
机
を
相
双
て
、
終
日
物
を
書
申
て
居
申
候
。
半
兵
な
と
参
て
ハ
、
た
ま
〳
〵
休
息

す
る
と
て
、
何
を
一
日
書
申
そ
と
て
わ
ら
ひ
申
候
。
此
心
静
に
し
て
、
書
中
見
申
候
な
ら
す
候
て
、
世
事
に
な
や
ま
さ
る
ゝ
を
、
心
静
な
る
所
に
て
、

よ
み
書
仕
候
が
、
休
息
に
て
候
と
は
、
凡
夫
心
か
ら
不
存
故
、
参
て
ハ
半
兵
衛
笑
止
か
り
申
候
。
乍
去
道
理
に
て
も
御
座
候
候
。
爰
元
之
随
分
之
出
家
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ハ
、
終
）
衆
日
朝
晩
迄
も
、
碁
に
て
被
慰
候
由
申
候
間
、
存
候
も
尤
と
申
事
候
。
一
く
た
り
也
共
、
仏
祖
の
言
句
を
見
度
事
に
候
。
碁
な
と
打
申
候
て
、
く

ら
し
可
申
候
ハ
、
無
道
心
之
事
候
。

と
沢
庵
は
語
る
。
宗
鏡
寺
住
持
就
任
以
来
、
天
祐
は
寺
で
終
日
書
き
物
を
し
て
い
る
、
と
沢
庵
の
実
兄
半
兵
衛
の
眼
に
は
写
っ
た
。
た
ま
た
ま
半
兵
衛
が
訪

れ
た
時
に
は
筆
を
止
め
休
息
す
る
が
、
半
兵
衛
は
そ
ん
な
天
祐
を
「
何
を
一
日
書
い
て
い
る
の
か
」
と
か
ら
か
い
、
か
つ
そ
の
精
勤
ぶ
り
に
同
情
し
て
い
る

が
、
沢
庵
に
言
わ
せ
れ
ば
、
世
事
に
煩
わ
さ
れ
ず
心
静
か
に
読
み
書
き
す
る
こ
と
の
方
が
休
息
な
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
当
節
江
戸
の
出
家
な
ど
は
終
日
の

碁
遊
び
、
一
行
で
も
仏
祖
の
言
句
を
み
れ
ば
い
い
も
の
を
碁
を
打
っ
て
暮
ら
す
無
道
心
ぶ
り
だ
か
ら
、
半
兵
衛
が
そ
う
思
っ
た
の
も
無
理
は
な
い
、
と
沢
庵

は
言
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
続
け
て
、

終
日
可
仕
事
も
無
之
、
世
事
は
か
り
を
仕
候
て
居
申
候
。
洞
家
之
長
老
な
と
は
、
何
方
に
て
も
其
通
に
而
候
間
、
一
人
之
不
足
に
も
成
不
申
候
。
済
家

に
は
、
少
成
共
目
も
あ
き
不
申
候
へ
ハ
、
出
世
も
難
成
候
故
、
少
て
ハ
学
問
方
も
仕
事
候
。
…
…
紫
野
に
ハ
、
昔
ハ
碁
盤
ヲ
被
見
付
、
庫
裏
ノ
釜
前
へ

取
出
、
住
持
見
て
居
打
破
セ
、
直
に
釜
之
下
ヘ
ク
ヘ
サ
セ
ラ
レ
候
程
、
法
度
ツ
ヨ
に
候
へ
共
、
若
衆
な
と
、
碁
ナ
ト
打
申
衆
も
有
之
由
申
、
ケ
様
に
成

申
候
へ
ハ
、
何
共
不
成
義
に
候
。
天
祐
へ
何
に
て
も
有
御
馳
走
ハ
、
思
召
度
候
。

と
述
べ
る
。

こ
こ
で
沢
庵
は
、
曹
洞
宗
の
長
老
な
ど
は
ど
こ
で
も
世
事
に
終
始
し
て
い
る
、
と
手
厳
し
い
。
臨
済
宗
で
は
少
し
で
も
「
目
も
あ
」
か
な
け
れ
ば
出
世
が

で
き
な
い
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
学
問
を
す
る
が
、
曹
洞
宗
で
は
そ
う
い
う
こ
と
も
な
い
と
い
う
口
振
り
で
あ
る
。
こ
の
曹
洞
宗
の
長
老
と
は
、「
類
聚
名
物

考
」
で
「
長
老
と
い
ふ
事
、
僧
家
宗
旨
に
依
て
高
卑
の
位
階
甚
だ
異
な
り
、
済
家
に
て
は
、
甚
だ
重
き
位
に
て
、
西
堂
和
尚
の
上
に
在
、
洞
家
に
て
は
、
甚

だ
ひ
き
く
し
て
、
和
尚
の
下
に
あ
り
、
浄
土
も
ま
た
し
か

５
）

な
り
」と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
同
じ
長
老
と
い
う
名
称
で
も
臨
済
宗
と
曹
洞
宗
で
は
意

味
が
違
う
の
で
あ
る
。

沢
庵
と
同
時
代
で
一
応
曹
洞
宗
に
属
す
る
鈴
木
正
三
も
「
各
々
モ
、
泣
キ
長
老
ニ
成
ン
ヨ
リ
、
独
庵
坊
主
ニ
成
、
心
安
ク
過
ラ
ル
ベ
シ

６
）

ト
也
」
と
言
い
、

正
三
の
弟
子
草

慧
中
が
「
石
平
道
人
行
業
記
弁
疑
」
で
「
師
、
何
が
故
に
か
世
間
の
長
老
を
禁
ず
る
や
。
答

今
時
、
長
老
と
唱
す
る
者
、
頗
る
道
心
無

し
。

を
巳ママ
に
修
善
の
実
義
な
く
し
て
、
還
て
他
の
菩
提
心
を
妨
ぐ
。
是
の
故
に
固
く
禁
じ
玉
ふ
」と
正
三
の
曹
洞
宗
長
老
批
判
の
心
中
を
代
弁
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
も
曹
洞
宗
の
長
老
が
無
道
心
で
修
道
の
実
践
に
欠
け
る
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
沢
庵
の
曹
洞
宗
長
老
観
に
一
脈
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

こ
の
曹
洞
宗
の
長
老
云
々
の
沢
庵
の
発
言
に
は
、曹
洞
宗
に
比
べ
れ
ば
臨
済
宗
ひ
い
て
は
大
徳
寺
の
方
が
ま
だ
良
い
と
い
う
自
負
の
よ
う
な
気
持
ち
が
窺

え
る
。
そ
の
大
徳
寺
も
昔
は
碁
盤
を
見
つ
け
た
ら
庫
裏
の
釜
の
前
で
打
ち
割
り
釜
に
焼
べ
た
も
の
だ
が
、
近
頃
の
若
い
衆
に
は
平
気
で
碁
を
打
つ
者
も
い
る

と
い
う
か
ら
、
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
に
天
祐
の
存
在
は
貴
重
な
も
の
な
の
で
よ
ろ
し
く
、
と
沢
庵
は
宗
鏡
寺
の
外
護

小
出
吉
英
に
語
る

の
で
あ
る
。

沢
庵
は
一
方
で
大
徳
寺
に
お
け
る
仏
法
の
あ
り
方
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
不
満
を
天
祐
に
こ

７
）

ぼ
す
。

十
一
に
成
小
喝
ニ
、
何
ヲ
ヨ
ミ
ム
ゾ
ト
問
ニ
、
一
ハ
大
恵
書
を
習
ヨ
シ
申
候
。
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ニ
テ
、
晃
首
座
ナ
ト
心
可
有
御
察
候
、
タ
ケ
過
タ
ル
事
ニ
、

諸
人
成
候
間
、
何
共
了
簡
無
之
候
。
三
百
年
来
伝
テ
モ
、
読
書
ニ
大
恵
書
ヲ
小
喝
沙
弥
に
教
候
事
ハ
不
承
候
。
先
唐
詩
中
興
詩
、
古
文
、
マ
ヽ
）
毛
、
千
字
文

サ
テ
立
入
テ
、
山
谷
東
坡
等
ハ
、
叢
林
ニ
モ
教
成
候
。
サ
テ
祖
録
等
等
及
参
学
人
、
自
見
人
、
先
人
ノ
聞
清
濁
、
自
読
者
ニ
候
。
又

首
座
ノ
弟
子
ノ

小
僧
ニ
問
ヘ
ハ
、
四
部
録
ヲ
習
ヨ
シ
申
候
。
何
ノ
事
ソ
ト
申
セ
ハ
、
証
道
歌
十
牛
ナ
ト
ノ
事
ニ
候
。
読
書
ニ
如
此
類
ヲ
習
事
モ
不
知
事
ニ
候
。
…
…
爰

元
ヘ
上
方
よ
り
洞
家
ノ
坊
主
下
テ
、
大
恵
書
講
ス
ル
ト
テ
、
四
五
百
人
聚
マ
リ
申
候
。
丹
波
ノ
何
ト
ヤ
ラ
ン
云
洞
宗
ノ
弟
子
と
申
事
に
候
。
大
恵
ト
相

腹
中
ナ
ル
ヘ
キ
洞
下
僧
ハ
、
今
有
間
敷
候
。
皆
如
此
風
情
ヲ
成
ス
者
、
所
に
弥
漫
ス
ヘ
ク
候
間
、
物
ヲ
ヨ
ム
ナ
ト
ヽ
云
事
モ
、
今
ハ
不
成
時
代
に
候
。

…
…
貴
老
遷
化
候
ハ
ヽ
、
其
後
ノ
作
略
、
本
寺
之
風
光
、
如
在
目
候
。

た
ぶ
ん
大
徳
寺
で
の
こ
と
だ
ろ
う
。
晃
首
座
の
弟
子
で
わ
ず
か
一
一
歳
の
喝
食
（
稚
児
）
が
大
恵
書
を
読
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
小
喝
食
に
大
恵
書
を

読
ま
せ
る
な
ど
は
三
百
年
来
な
か
っ
た
こ
と
だ
、
と
沢
庵
は
嘆
く
。
読
書
の
基
本
は
、
唐
詩
中
興
詩
・
古
文
・
蒙
求
・
千
字
文
さ
ら
に
は
東
坡
な
ど
は
叢
林

で
も
教
え
て
い
る
。
祖
録
な
ど
学
ぶ
場
合
で
も
、
自
ず
か
ら
人
を
見
、
先
人
の
清
濁
を
聞
き
自
ず
か
ら
読
む
も
の
で
あ
る
。

首
座
の
弟
子
の
小
僧
が
四
部

録
を
読
ん
で
い
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
証
道
歌
・
十
牛
な
ど
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
読
書
に
こ
の
よ
う
な
類
を
習
う
こ
と
は
今
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
、
と
沢
庵

は
た
め
息
を
つ
く
。
最
近
は
弟
子
の
初
等
教
育
が
な
っ
て
い
な
い
、
と
沢
庵
は
天
祐
に
こ
ぼ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
晃
首
座
は
春
沢
宗
晃
の
こ
と
で
、
寛

文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
奉
勅
入
寺
（
二
〇
一
世
）
を
遂
げ
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

首
座
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

沢
庵
は
続
け
て
言
う
。
天
祐
の
い
る
出
石
で
の
こ
と
か
、
曹
洞
宗
の
僧
が
大
恵
書
を
講
じ
四
五
百
人
を
集
め
た
と
聞
く
が
、
そ
も
そ
も
大
恵
と
曹
洞
宗
と
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は
相
容
れ
な
い
は
ず
な
の
に
、こ
の
よ
う
な
お
か
し
な
こ
と
が
蔓
延
し
て
い
る
、物
を
読
む
と
い
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。天
祐
が
亡
く
な
っ

た
後
の
紫
野
の
仏
法
の
有
り
様
が
目
に
見
え
る
よ
う
だ
、
と
沢
庵
は
嘆
く
の
で
あ
る
。

今
ま
で
み
て
き
た
沢
庵
の
紫
野
の
仏
法
に
対
す
る
発
言
は
、
老
い
の
繰
り
言
の
よ
う
に
も
思
え
な
く
も
な
い
。
し
か
し
紫
野
の
仏
法
は
お
ろ
か
仏
法
そ
の

も
の
に
、
沢
庵
は
か
な
り
早
い
段
階
で
「
見
切
り
」
を
つ
け
て
い
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
晩
年
の
発
言
で
は
あ
る
が
、

老
希
ニ
近
事
三
百
三
十
日
ニ
テ
候
。
死
後
ノ
事
毛
頭
不
思
議
、
末
世
之
法
三
十
年
前
ニ
見
限
候
間
、
相
続
之
事
不
思
寺
之
事
、
次
テ
何
ト
可
成
ト
云
事

不
存
、
遺
像
遺
言
心
ニ
ナ
シ
、
於
本
寺
入
牌
作
善
之
事
、
横
点
頭
而
無
竪
点
頭
、
禅
師
号
国
師
号
無
望
、
其
外
一
事
モ
無
所
望
、
天
下
之
楽
阿
弥
我
ヲ

筋
モ
ナ
キ
世
人
ニ
苦
ラ
レ
テ
、
青
息
ヲ
ツ
カ
セ
候
事
、
是
と
て
も
自
ノ
坐
、
非
人
ノ
所
作
候
坐
、
我
者
我
也
に

８
）

て
候
。

と
あ
る
。
古
稀
の
前
年
、
細
川
氏
の
侍
医
と
思
わ
れ
る
波
多
中
庵
に
宛
て
た
書
簡
の
一
部
で
あ
る
。
沢
庵
は
こ
こ
で
、
死
後
の
こ
と
は
毛
頭
思
わ
な
い
、
末

世
の
法
は
三
〇
年
前
に
見
限
っ
た
の
で
仏
法
相
続
や
寺
の
こ
と
は
思
わ
な
い
、
遺
像
遺
言
も
心
に
な
い
、
大
徳
寺
の
入
牌
・
作
善
も
辞
退
す
る
、
禅
師
号
・

国
師
号
の
望
み
も
な
い
、
そ
の
ほ
か
望
む
こ
と
は
一
つ
も
な
い
、
天
下
の
楽
阿
弥
で
あ
る
私
は
関
係
の
な
い
世
人
に
苦
し
め
ら
れ
青
息
吐
息
、
こ
れ
も
自
ら

の
坐
、
非
人
の
所
作
で
あ
る
坐
、
私
は
私
な
の
だ
、
と
語
る
。

こ
こ
で
先
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
末
世
の
法
を
三
十
年
前
に
見
限
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
寛
永
一
八
年
か
ら
三
〇
年
前
と
い
う
と
、
慶
長
一
六
年（
一

六
一
一
）、
こ
の
二
年
前
に
沢
庵
は
大
徳
寺
へ
の
奉
勅
入
寺
を
遂
げ
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
「
末
世
の
法
」
を
見
限
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
仏
法
そ
の

も
の
に
見
切
り
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。沢
庵
は
こ
の
あ
と
も
禅
僧
で
あ
り
続
け
る
の
だ
か
ら
。そ
こ
で
改
め
て
注
目
し
た
い
の
が
、

次
の
沢
庵
の
発
言
で
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
一
五
年
四
月
一
一
日
付
小
出
吉
英
宛
の
長
文
の

９
）

書
簡
の
一
節
で
、
将
軍
家
光
か
ら
の
寺
院
建
立
強
要
を
迷
惑
だ
と

こ
ぼ
す
文
脈
で
語
ら
れ
て
い
る
。
次
の
引
用
文
は
寺
院
建
立
を
強
要
す
る
家
光
へ
の
沢
庵
の
返
答
の
言
葉
で
あ
る
。

拙
者
儀
、
卅
年
近
、
世
を
捨
申
、
山
林
之
栖
仕
候
。
今
一
両
年
之
余
命
と
存
候
間
、
此
段
御
免
被
成
候
様
ニ
ト
申
上
候
。

沢
庵
は
三
〇
年
前
か
ら
世
を
捨
て
山
林
を
栖
と
し
て
い
る
と
い
う
。
寛
永
一
五
年
か
ら
三
〇
年
前
と
い
う
と
、
慶
長
一
三
年
で
大
徳
寺
へ
の
奉
勅
入
寺
の

前
年
に
当
た
る
。し
た
が
っ
て
末
世
の
法
を
三
〇
年
前
に
見
限
っ
た
と
い
う
寛
永
一
八
年
の
発
言
を
も
考
慮
す
れ
ば
、三
〇
年
前
は
厳
密
な
意
味
で
は
な
く
、

お
よ
そ
三
〇
年
前
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
沢
庵
に
と
っ
て
寛
永
一
五
〜
一
八
年
あ
た
り
か
ら
三
〇
年
前
の
「
画
期
」
と
な
る
こ
と
と
い
う
と
、
そ
れ
は
大
徳
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寺
へ
の
奉
勅
入
寺
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
奉
勅
入
寺
に
つ
い
て
、
か
つ
て
拙
著
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

沢
庵
は
大
徳
寺
に
住
山
す
る
こ
と
三
日
、
退
鼓
を
鳴
ら
し
、
一

を
唱
え
て
衆
に
別
れ
を
告
げ
南
宗
寺
に
帰
っ
た
。
そ
の
と
き
の

は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
。

由
来
吾
れ
是
れ
水
雲
の
身
。みだりに
名
藍
を
董ただ
す
、
紫し
はく
の
春
。
耐
へ
ず
明
朝
南
海
の
上ほとり。
白
鴎
終
に
紅
塵
を
走
ら
ず
。

（
も
と
も
と
わ
た
し
は
行
雲
流
水
の
身
。
大
徳
寺
の
よ
う
な
名
刹
に
住
し
て
都
の
春
を
す
ご
す
の
は
性
に
合
わ
な
い
。
だ
か
ら
南
宗
寺
に
帰
る
こ
と
に

す
る
。
白
鴎
が
紅
塵
に
近
付
か
な
い
よ
う
に
、
所
詮
わ
た
し
は
都
に
は
住
め
な
い
）

紅
塵
に
は
、
雑
踏
と
い
っ
た
意
味
の
ほ
か
に
、
煩
わ
し
い
俗
事
な
ど
の
意
味
も
あ
り
、
と
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
相
当
毒
を
ふ
く
ん
だ
言
葉
に
な
る
。
そ

の
た
め
、「
住
山
わ
ず
か
三
日
、
紫
野
の
仏
法
世
を
救
う
仏
法
に
あ
ら
ず
と
い
っ
て
退
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
早
々
に
自
坊
の
南
宗
寺
に
帰
山
し
て
し
ま
っ

た
」（
永
田
豊
州
「
沢
庵
」『
講
座
禅
』
四
）
と
の
評
価
を
生
む
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
人
は
け
っ
こ
う
多
い
。

し
か
し
そ
れ
で
は
、
あ
ま
り
に
も
格
好
よ
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
か
。
住
山
一
両
日
に
し
て
は
じ
め
て
紫
野
の
仏
法
す
な
わ
ち
大
徳
寺
の
禅
が
堕
落
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
付
い
た
の
か
。
そ
う
で
は
あ
る

10
）

ま
い
。

当
時
の
大
徳
寺
は「
入
院
の
時
、
三
日
の
住
持
に
し
て
、
一
月
づ
つ
の
輪
番
な
り
」（『
万
松
祖
録
』）と
あ
る
よ
う
に
、
出
世
入
院
は
三
日
住
持
制
で
あ
っ

た

11
）

か
ら
、
永
田
氏
の
「
住
山
わ
ず
か
三
日
云
々
」
の
評
価
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
三
〇
年
前
に
末
世
の
法
を
見
限
っ
た
と
か
世

を
捨
て
た
と
い
う
沢
庵
の
発
言
を
問
題
に
し
は
じ
め
た
今
、
沢
庵
の
退
院
の

が
改
め
て
重
み
を
も
っ
て
く
る
。
沢
庵
の
こ
の

に
、
禅
僧
に
よ
く
み
ら
れ

る
あ
る
腫
の
衒
い
を
当
時
の
私
は
感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
改
め
て
こ
の

を
み
る
と
、
こ
の

に
は
沢
庵
の
率
直
な
気
持
ち
が
表
白
さ
れ
て
い
る
と

思
う
。
出
世
後
の
沢
庵
の
生
き
方
が
素
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
山
大
徳
寺
を
離
れ
、
自
坊
の
南
宗
寺
や
故
郷
の
宗
鏡
寺
の
住
持
と
し
て
生
き
て
い
く
と

い
う
選
択
で
あ
る
。
沢
庵
は
こ
れ
を
「
世
を
捨
申
、
山
林
之
栖
仕
候
」
と
か
「
末
世
之
法
三
十
年
前
ニ
見
限
候
」
と
語
る
の
で
あ
る
。

出
世
後
の
禅
僧
と
し
て
の
生
き
方
の
選
択
と
い
う
点
で
い
う
と
、
沢
庵
の
二
人
の
師
の
存
在
が
象
徴
的
で
あ
る
。
一
人
は
春
屋
宗
園
、
い
ま
一
人
は
一
凍

紹
滴
。
厳
密
に
い
え
ば
、
春
屋
は
沢
庵
の
師
と
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
春
屋
の
法
嗣
で
あ
る
董
甫
宗
仲
が
沢
庵
の
師
で
あ
り
、
沢
庵
は
大
徳
寺
で
は
春

屋
門
下
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
そ
の
董
甫
が
示
寂
す
る
や
沢
庵
は
大
徳
寺
を
離
れ
た
の
で
あ
る
。
沢
庵
は
春
屋
に
馴
染
め
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
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で
あ
ろ
う
。

春
屋
は
笑
嶺
宗

の
法
嗣
で
、
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
出
世
入
院
（
大
徳
寺
一
一
一
世
）、
大
徳
寺
山
内
に
三
玄
院
・
龍
光
院
・
芳
春
院
、
和
泉
堺

に
薬
泉
寺
、
江
州
佐
和
山
に
瑞
岳
寺
を
創
建
。
天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
正
親
町
帝
か
ら

源
天
真
禅
師
号
、
慶
長
五
年
後
陽
成
帝
か
ら
大
宝
円
鑑
国
師

号
を

12
）

賜
る
。
大
徳
寺
で
は
重
き
を
な
す
存
在
で
、
社
会
的
に
も
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
一
方
の
一
凍
も
同
じ
く
笑
嶺
門
下
で
春
屋
の
法
弟
に
あ
た
り
、
文

禄
三
年
出
世
入
院
（
大
徳
寺
一
二
六
世
）、
正
親
町
帝
か
ら
明
堂
古
鏡
禅
師
号
を
賜
る
も
、
堺
南
宗
寺
で
禅
僧
と
し
て
の
活
動
を
終
始
し
た
の
で

13
）

あ
る
。
二

人
の
法
嗣
で
の
ち
大
徳
寺
に
出
世
し
た
者
を
比
較
す
る
と
、
一
凍
は
沢
庵
ひ
と
り
で
あ
る
が
、
春
屋
の
方
は
万
江
宗
程
（
一
三
四
世
）・
董
甫
宗
仲
（
一
三

八
世
）・
賢
叟
宗
佐
（
一
四
六
世
）・
玉
室
宗
珀
（
一
四
七
世
）・
江
月
宗
玩
（
一
五
六
世
）
と
錚
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

沢
庵
は
師
と
す
べ
き
二
人
の
人
物
か
ら
大
徳
寺
の
「
大
物
」
春
屋
で
は
な
く
、
堺
で
の
活
動
に
終
始
し
た
一
凍
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
沢
庵
の
禅

僧
と
し
て
の
生
き
方
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。
寛
永
一
五
年
沢
庵
に
国
師
号
賜
与
の
話
が
あ
っ
た
が
辞
退
し
、
大
徳
寺
一
世
の
徹
翁
義
亨
へ
の
国
師
号
追
賜
を

願
い
出
て
許
さ
れ
た
こ
と
が
あ

14
）

っ
た
。
先
の
波
多
中
庵
宛
書
簡
で
も
「
禅
師
号
・
国
師
号
の
望
み
も
な
い
」
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、

「
老
僧
遺
戒
之
条
条
」
に
「
我
身
後
、
不

可

受

禅
師
号
等

矣
」
と
徹
底
し
て
い
る
。

先
の
沢
庵
の
発
言
に
戻
る
と
、
末
世
の
法
を
三
〇
年
前
に
見
限
っ
た
の
で
、
仏
法
相
続
や
寺
の
こ
と
は
思
わ
な
い
、
と
あ
る
。
仏
法
相
続
に
つ
い
て
は
、

晩
年
に
家
光
や
後
水
尾
か
ら
嗣
法
の
こ
と
で
心
配
さ
れ
た
が
、
沢
庵
は
頑
な
に
拒
ん
で
い
た
の
で
、
当
初
か
ら
そ
の
気
持
ち
が
な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る

が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
は
後
述
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
寺
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
指
摘
し
、
本
稿
で
も
後
述
す
る
よ
う
に
、
決
し
て「
寺
の

こ
と
は
思
わ
な
い
」わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
沢
庵
が
寺
院
の
創
建
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
言
え
る
。
沢
庵
の
た
め
に
大
徳
寺
内
に
一
庵
を

建
立
し
た
い
と
の
小
出
吉
英
の
申
し
出
を
断
っ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
沢
庵
は
旧
院
再
建
の
功
徳
は
新
院
建
立
の
十
倍
と
聚
光
院
の
再
建
を
勧
め
、
吉
英
に
断

ら
れ
て

15
）

い
る
。
先
の
国
師
号
辞
退
の
さ
い
に
徹
翁
義
亨
へ
の
国
師
号
追
賜
を
願
い
出
、
大
徳
寺
山
内
塔
頭
創
建
の
話
を
断
る
さ
い
に
先
師
の
塔
の
あ
る
聚
光

院
の
再
建
を
勧
め
る
の
で
あ
る
。
末
世
の
法
に
見
切
り
を
付
け
た
と
言
い
、
退
院
の

と
言
い
、
沢
庵
は
紫
野
の
仏
法
と
絶
縁
し
た
か
の
よ
う
な
言
葉
を
吐

く
が
、
一
派
の
祖
師
の
遠
忌
な
ど
に
は
き
ち
ん
と
参
加
し
て
務
め
を
は
た
し
て

16
）

い
る
。
そ
れ
な
り
の
宗
派
へ
の
帰
属
意
識
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
大
徳

寺
山
内
に
塔
頭
を
も
た
ず
、
本
寺
の
長
老
と
し
て
輪
住
の
務
め
を
し
な
か
っ
た
か
ら
、
大
徳
寺
の
入
牌
・
作
善
も
辞
退
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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二
、
公
案
と
得
道

こ
こ
で
は
沢
庵
の
僧
侶
観
を
検
討
し
た
い
。
次
の
一
文
は
、
伊
豆
大
島
へ
配
流
さ
れ
た
高
野
山
某
法
印
か
ら
の
書
に
た
い
す
る

17
）

返
書
で
あ
る
。

九
月
十
五
日
之
芳
書
。
同
廿
五
日
披

之
。
見

之
不

覚
涙
湿

衣
。
公
亦
一
時
也
。
愚
亦
一
時
也
。
公
豆
州
之
島
。
愚
羽
州
之
山
。
海
陸
雖

異
。
離

騒
者
一
也
。
公
何
帰
之
晩
乎
。
愚
去
七
月
赦
書
到
来
。
八
月
八
日
入

江
城

。
雖

然
。
山
未

被

赦
。
則
本
山
之
諸
式
未

復

旧
規

。
出
世
改
衣
之

威
儀
難

成
。
…
…
今
無

大
樹
之
赦

。
則
愚
夫
等
帰
洛
更
無

奇
特

。
以

此
至

今
日

在

府
待

台
命
之
降

者
也
。
然
則
公
之
在

烟
島

。
与
愚

之
在

玉
府

。
易

地
皆
然
。
有

何
異

。
憶

此
何
不
幸
乎
。
公
自

少
壮

出

生
国

。
為

法
積
労
苦
。
薫
業
已
成
。
其
席
高
在

野
山

。
終
身
合

導

学
侶

。
吁
天
乎
命
乎
。
当

此
不
運

。
而
遠
去

本
山

処

幽
島

。
雖

然
。
比
丘
者
究

自
利
及
化
佗

。
何
地
無

衆
生

。
為

身
者
為

身
苦
。

為

生
者
為

生
苦
。
為

生
苦
遮
那
薩
埵
之
行
也
。
蒙

罪
亦
為

法
受
。
見
有

何
罪

。
…
…
愚
夫
等
四
歳
経

上
山
之
寒
餓

。
聊
不

以

是
為

恨

。

八
月
赴

江
府
之
旧
路

。
又
不

以

是
為

喜

。
始
終
只
嘆

仏
法
之
零
落

而
已
。

文
中
沢
庵
へ
の
赦
書
到
来
が
七
月
と
あ
り
、
こ
の
年
が
寛
永
九
年
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
九
月
一
五
日
付
の
書
に
沢
庵
が
接
し
た
の
は
二
五
日
で
、

「
こ
れ
を
見
て
不
覚
に
も
涙
が
衣
を
湿
し
た
」
と
沢
庵
は
書
く
。
沢
庵
に
赦
書
が
到
来
し
た
の
は
七
月
で
八
月
八
日
に
江
戸
に
入
っ
た
が
、
大
徳
寺
へ
の
帰

山
が
許
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
本
山
の
諸
式
も
復
旧
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
だ
か
ら
あ
な
た
が
「
烟
島
」
に
在
る
の
と
私
が
「
玉
府
」
に
在
る
の
は
少
し

も
異
な
ら
な
い
。
あ
な
た
は
少
壮
よ
り
生
国
を
出
て
仏
法
の
た
め
に
労
苦
を
重
ね
、
そ
の
功
あ
っ
て
高
野
山
の
要
職
に
つ
き
ず
っ
と
学
侶
を
導
い
て
き
た
。

あ
あ
、
天
命
と
い
う
べ
き
か
、
こ
の
不
運
に
遭
い
、
遠
く
本
山
を
離
れ
配
流
の
身
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
某
法
印
は
高
野
山
に
お
け
る
学
侶
方
と

行
人
方
の
紛
争
の
犠
牲
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。沢
庵
自
身
が
紫
衣
事
件
に
よ
り
流
罪
と
な
り
、い
ま
配
流
が
解
か
れ
た
も
の
の
自
由
の
身
で
は
な
い
。

ふ
た
り
の
境
遇
は
似
て
い
る
。
某
法
印
が
書
簡
を
沢
庵
に
寄
せ
た
の
も
頷
け
る
。

し
か
し
、
と
沢
庵
は
語
る
。
こ
こ
か
ら
が
重
要
で
あ
る
。
比
丘
は
自
利
お
よ
び
化
佗
を
究
め
る
も
の
で
あ
る
、
化
佗
の
対
象
と
な
る
衆
生
が
い
な
い
所
な

ど
な
い
。
そ
の
衆
生
の
た
め
の
苦
は
菩
薩
の
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
某
法
印
を
激
励
す
る
。
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
僧
侶
は
自
利
利
他
を
究
め
る

も
の
、
と
沢
庵
が
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沢
庵
に
と
っ
て
自
利
と
は
何
か
、
利
他
と
は
何
か
。
沢
庵
は
別
の
と
こ
ろ
で
、

― ―169

（

）
八

北海学園大学人文論集 第48号(2011年３月)



往
昔
凡
為

僧
者
。
芒
鞋
竹
杖
而
游
方
徧
参
。
糾

明
己
事

。
已
明

自
己

。
則
以

見
解

呈

師
。
師
有

一
言
之
印
可

。
則
其
日
帰

郷
。
一
把
草

容

身
。
長
養
工
夫
。
以

生
死
一
大
事

在

心
。
利

自
己

之
余
。
以
利

佗
。
有

才
徳

人
者
。
名
聞

皇
都

有

名
山
請

。
有

済
度
之
力

。

則
赴

請
接

物
利

生
。
不

足
則
辞
而
不

赴
。
草

過

一
生

。
可

悲
今
時
総
不

為

自
己

。
為

魔

魅
人
家
男
女

也
。
得

一
紙
之
印
状

。
則

墨
未

乾
称

我
知

法
。
無

勅
請

。
無

檀
命

。
自
奏
以
受

綸
旨

。
改

衣
号

住
持

。
住
持
職
無
一
而
在

身
。
実
名
字
比
丘
也
。
遍
以

渡
世

為

旨
。
固
非

出
家
之
三
昧

。
専
俗
家
之
行
儀
也
。
吁
道
行
時
也
。
道
不

行
亦
時
也
。
山
野
掩

耳
帰

方
丈

。

と
記
す
。
こ
れ
は
寛
永
六
年
、
紫
衣
事
件
で
江
戸
に
召
喚
さ
れ
た
沢
庵
が
、
宿
舎
の
広
徳
寺
で
夏
安
居
に
因
み
一
日
一

を
己
に
課
し
た
「
碧
巌
九
十

」

の
な
か
の
「
僧
」
と
題
す
る

の
一
部
で

18
）

あ
る
。

昔
の
僧
は
諸
方
を
遍
歴
修
行
し
己
事
を
究
明
し
た
。
す
で
に
自
己
を
明
ら
め
た
ら
見
解
を
師
に
呈
し
印
可
さ
れ
、
即
日
帰
郷
し
草

で
聖
胎
長
養
し
た
。

問
題
は
こ
の
次
で
あ
る
。
自
己
を
利
す
る
の
余
り
以
て
他
を
利
す
、
と
あ
る
。
沢
庵
に
と
っ
て
肝
心
な
の
は
あ
く
ま
で

自
利

で
あ
っ
て
、
余
裕
が
あ
っ

た
ら

利
他

を
す
れ
ば
よ
い
、
と
読
め
る
。

自
利

と
は
「
己
事
究
明
」
で
あ
る
。
で
は

利
他

を
沢
庵
は
ど
う
考
え
て
い
た
か
。
才
徳
あ
る
人
は

名
が
皇
都
に
聞
こ
え
名
山
の
請
も
受
け
る
。
済
度
の
力
が
あ
れ
ば
請
に
応
じ
て
人
々
を
救
い
、
済
度
の
力
が
不
足
な
ら
ば
請
を
断
り
草

で
一
生
を
過
ご
し

た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
今
の
僧
は
、
一
枚
の
印
可
状
の
墨
が
乾
か
ぬ
う
ち
に
我
は
法
を
知
っ
た
と
称
し
、
勅
命
・
檀
命
も
な
い
の
に
自
ら
綸
旨
を
乞
い
改
衣

し
住
持
と
な
る
。
実
に
名
字
比
丘
と
い
う
べ
き
で
、
渡
世
を
重
視
し
俗
家
と
な
ん
ら
代
わ
ら
な
い
、
と
沢
庵
は
嘆
く
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沢
庵
に
と
っ
て
の

利
他

は
勅
請
や
檀
命
に
応
じ
て
済
度
の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
済
度
の
内
実
が
い
ま
ひ
と
つ
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
沢
庵

の

利
他

に
は
積
極
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

前
稿
で
も
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
沢
庵
は
晩
年
に
来
し
方
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
四
〇
年
間
一
則
の
話
頭
を
人
に
示
し
て
き
た

が
正
知
見
を
得
る
者
が
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
五
〇
年
生
き
た
と
し
て
も
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
済
度
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
自
分
の
出
家

道
は
単
な
る
渡
世
の
術
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ほ
ど
愧
な
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
自
分
は
も
う
仏
法
を
棄
て
て
唱
え
な
い
こ
と
に
す
る
。
こ

れ
は
『
万
松
語
録
』
巻
一
所
収
の
「
人
の
法
を
求
む
る
に

19
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答
う
」
の
意
約
で
あ
り
、
究
極
の
自
己
否
定
で
あ
る
仏
法
放
棄
発
言
と
し
て
問
題
に
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
沢
庵
に
と
っ
て
済
度
と
は
一
則
の
話
頭
を
示
し
て
弟
子
の
育
成
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
四
〇
年
も
の
あ
い
だ
正
知
見
を

― ―168

（

）
九

沢庵と紫野の仏法 (船岡)



得
る
者
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
。
沢
庵
が
課
し
た
公
案
を
四
〇
年
間
ひ
と
り
も
透
過
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
次
の
東
慶
寺
〔
天
秀
尼
〕
に
宛
て
た
沢
庵
の

20
）

書
簡
は
前
稿
で
も
引
用
し
た
が
、
再
掲
し
た
い
。

か
ま
く
ら
に
て
さ
ん
せ
ら
れ
候
よ
し
、
き
と
く
な
る
御
事
か
ん
し
申
事
に
て
候
、
古
そ
く
ハ
か
き
り
も
な
き
御
事
に
て
候
、
五
そ
く
七
そ
く
さ
ん

せ
さ
せ
ら
れ
候
へ
ハ
、
御
心
の
す
ち
ハ
、
す
み
申
へ
く
候
、
こ
ゝ
も
と
に
て
我
々
参
を
も
し
め
し
申
て
、
そ
の
上
ハ
か
さ
ね
て
申
候
へ
く
候
、
ま

つ
〳
〵
此
度
は
御
の
へ
な
さ
れ
候
へ
く
候
、

か
さ
ね
て
御
文
く
た
さ
れ
候
、
し
か
れ
は
古
則
の
事
、
う
け
給
候
、
わ
た
く
し
事
、
廿
年
も
は
や
禅
の
仏
法
を
人
に
し
め
し
申
候
事
も
、
御
さ
候
ハ
す

候
、
そ
の
ゆ
ヘ
ハ
、
仏
の
正
法
五
百
年
今
ハ
末
法
に
て
候
へ
ハ
い
に
し
へ
の
法
を
し
め
し
候
へ
は
、
そ
は
道
へ
は
し
り
候
て
、
よ
き
す
ち
へ
ゆ
き
か
た

く
候
、
さ
候
へ
ハ
、
あ
し
き
道
に
道
引
ま
い
ら
せ
候
に
に
た
る
御
事
に
て
候
ゆ
へ
、
其
と
を
り
に
て
候
、
こ
ゝ
も
と
に
久
し
く
ゐ
申
候
へ
と
も
、
一
人

も

参
な
と
聞
）

さ
ん
な
と
き
ゝ
申
事
御
さ
な
く
候
か
し
く
、

前
稿
で
も
紹
介
し
た
が
、
玉
村
竹
二
氏
は
こ
の
書
簡
を
引
い
て
、「
天
秀
尼
が
鎌
倉
の
禅
林
で
、
お
そ
ら
く
五
山
派
の
中
に
混
じ
た
幻
住
派
の
密
参
の
古

則
を
も
ら
ひ
た
い
と
請
う
た
書
状
に
対
し
て
呈
し
た
そ
の
返
事
で
あ
り
、
一
応
は
密
参
の
志
の
殊
勝
な
の
を
称
揚
し
た
の
ち
、
古
則
公
案
は
一
千
七
百
則
は

愚
か
、
百
則
も
三
百
則
も
通
ら
な
く
て
も
、
五
則
七
則
だ
け
で
、
心
の
筋
は
済
む
も
の
だ
と
た
し
な
め
、
や
ん
わ
り
と
密
参
の
否
定
を
の
べ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
」
と
さ
れ
、
こ
の
「
密
参
の
否
定
即
ち
中
世
禅
宗
の
否
定
で
あ
り
、
近
世
禅
宗
の
萌
芽
を
育
成
す
る
端
緒
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
の
で

21
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あ
る
。
玉
村
氏
の
指

摘
の
正
し
さ
を
認
め
つ
つ
、
私
は
前
稿
で
、
沢
庵
が
二
〇
年
来
人
に
示
し
て
こ
な
か
っ
た
「
禅
の
仏
法
」
が
古
則
の
密
参
を
意
味
し
、「
い
に
し
へ
の
法
」

＝

古
則
を
今
の
時
代
に
示
し
て
も
誤
っ
た
方
向
に
導
く
だ
け
と
い
う
沢
庵
の
発
言
に
注
目
し
、
禅
宗
の
伝
統
を
否
定
す
る
地
平
に

日
用
禅

が
あ
る
と
し

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
「
一
人
も

参
な
と
聞
）

さ
ん
な
と
き
ゝ
申
事
御
さ
な
く
候
」
と
い
う
密
参
の
否
定
と
、「
五
そ
く
七
そ
く
さ
ん
せ
さ
せ
ら
れ
候
へ
ハ
、
御
心
の
す
ち
ハ
、
す

み
申
へ
く
候
」
と
い
う
五
則
七
則
で
心
の
筋
は
済
む
と
い
う
沢
庵
の
発
言
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
心
の
筋
が
済
む
と
い
う
言
い
方
に
は

正
知
見

を
得

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
感
じ
が
し
て
な
ら
な
い
。
で
は
、

正
知
見

を
得
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
沢
庵
が
肥
後
の
藩
主
細
川
光
尚
に
宛

て
た

22
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書
簡
で
、
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古
則
話
頭
を
み
た
と
て
、
得
道
者
に
て
も
候
ら
ハ
す
候
。
そ
れ
ハ
言
句
之
段
々
を
明
か
ら
め
た
る
に
て
候
。
得
道
ハ
別
に
て
、
意
ハ
な
き
物
な
と
ゝ
申

す
ハ
、
あ
さ
き
事
に
て
候
。
よ
く
本
心
を
明
め
ら
れ
候
て
、
世
間
之
何
事
に
付
て
も
、
心
を
付
候
て
見
候
へ
ハ
、
天
地
間
之
事
、
一
身
に
た
か
ふ
事
一

つ
も
な
く
候
。
天
地
万
物
を
一
身
に
お
さ
め
候
ハ
ね
は
、
得
道
之
に
て
ハ
無
之
候
。
か
れ
ハ
か
れ
、
我
ハ
我
、
草
ハ
草
、
木
ハ
木
に
て
候
ら
ハ
す
候
。

日
月
雲
霧
む
し
け
ら
鳥
け
た
物
、
み
な
一
物
に
て
候
。
さ
と
れ
は
一
つ
、
ま
よ
へ
ハ
各
々
に
て
候
。
よ
く
外
之
形
を
と
り
の
け
て
御
覧
候
ハ
ヽ
、
万
物

と
一
つ
に
ま
し
ハ
り
て
あ
る
心
に
て
候
。
か
た
ち
に
へ
た
て
ら
れ
て
、
我
人
の
差
別
も
あ
る
事
に
候
。
天
地
同
根
万
物
一
体
と
可
有
御
覧
候
。

と
語
っ
て
い
る
。
古
則
公
案
を
み
た
か
ら
と
い
っ
て
得
道
者
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
言
句
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
得
道
と
は
別
の
も
の
で
あ

る
。
で
は
得
道
と
は
何
か
。
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
、「
天
地
万
物
を
一
身
に
お
さ
め
候
」境
界
で
あ
る
。
そ
れ
を
か
み
砕
い
て
い
え
ば
、「
よ
く
本
心
を
明
め

ら
れ
候
て
、
世
間
之
何
事
に
付
て
も
、
心
を
付
候
て
見
候
へ
ハ
、
天
地
間
之
事
、
一
身
に
た
か
ふ
事
一
つ
も
な
く
候
」と
い
う
心
境
に
な
る
こ
と
の
よ
う
で

あ
る
。
悟
れ
ば
一
つ
、
迷
え
ば
各
々
、
ま
さ
に
「
天
地
同
根
万
物
一
体
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
天
地
同
根
万
物
一
体
」
は
沢
庵
が
よ
く
使
う
成
句
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
後
秦
の
僧
肇
作
『
肇
論
』
の
一
節
「
天
地
与
我
同
根
。
万
物
与
我

23
）

一
体
」
か
ら
採
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
沢
庵
の
得
道＝

悟＝

正
知

見
を
端
的
に
示
す
成
句
と
い
え
る
。

で
は
沢
庵
は
古
則
公
案
を
ま
っ
た
く
無
意
味
な
も
の
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。沢
庵
自
身
が
一
則
の
話
頭
を
示
し
て
四
〇
年
と
言
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
み
る
と
、
古
則
公
案
が
け
っ
し
て
無
意
味
な
も
の
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
言
句
の
上
で
の
生
悟
り
の
否
定
、
密
参
と
い
う
形
式
、
密
参
録
の

存
在
と
い
う
禅
の
形
骸
化
を
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

古
則
公
案
に
よ
る
指
導
は
俗
弟
子
に
対
し
て
も
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
沢
庵
の
俗
弟
子
の
ひ
と
り
柳
生
宗
矩
の
話
が『
東
海

寺
役
者

24
）

書
上
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宗
矩
が
ま
だ
未
熟
な
と
き
、
沢
庵
に
禅
法
の
義
を
尋
ね
「
観
音
通
身
手
眼
の
道
理
」
を
示
さ
れ
、
そ

れ
か
ら
は
寝
て
も
覚
め
て
も
工
夫
に
意
を
尽
く
し
、
終
に
自
由
の
境
地
を
得
て
そ
の
後
は
刀
剣
が
こ
の
身
に
当
た
っ
た
こ
と
が
な
い
、
と
将
軍
家
光
に
語
っ

て
い
る
。「
観
音
通
身
手
眼
の
道
理
」
と
は
、『
碧
巌
録
』
第
八
九
則
「
雲
巌
大
悲
手
眼
」
の

25
）

本
則
、

挙こ
す
、
雲
巌
、
道
吾
に
問
ふ
、
大
悲
菩
薩
、
許
多
そこばく
の
手
眼
を
用
ひ
て
、
什な
に
か
作せ
ん
。
吾
云
く
、
人
の
夜
半
に
背
手
し
て
枕
子
ち
ん
す
を
摸さぐ
る
が
如
し
。
巌
云

く
吾
会
せ
り
。
吾
云
く
、
汝
作

生

そ
も
さ
ん
か
会
す
。
巌
云
く
、
徧
身
是
れ
手
眼
。
吾
云
く
、
道い
ふ
こ
と
は
即
ち
太はな
は
だ
道
ふ
、
只
八
成
を
道
ひ
得
た
り
。
巌
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云
く
、
師
兄
す
ひ
ん
作

生
。
吾
云
く
、
通
身
是
れ
手
眼
。

と
い
う
話
に
よ
る
公
案
で
、
お
そ
ら
く
沢
庵
が
宗
矩
に
自
由
自
在
な
境
地
を
体
得
さ
せ
る
べ
く
課
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
先
の
細
川
光
尚
の
父
忠
利
へ

の

26
）

書
簡
に
、

諸
悪
莫
作
之
意
趣
、
重
而
委
書
付
可

進
候
。

と
あ
り
、
七
仏
通
戒

の
趣
旨
を
書
面
で
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
二
年
後
の
忠
利
へ
の

27
）

書
簡
に
も
、

御
書
中
西
江
水
之
事
、

彼
是
委
御
返
事
後
便
可

申
進

候
。
先
度
進
候
書
物
、
直
口
上
不

申
候
而
、
御
残
多
存
候
。

と
あ
る
。「
西
江
水
之
事
」
と
は
、

蘊
（

居
士
）
が
馬
祖
道
一
に
参
じ
た
と
き
の
よ
く
知
ら
れ
た
問
答
で
、
こ
こ
で
は
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
九
「
襄
州

居
士

蘊
」
の
当
該
箇
所
を
示
す
。

後
之

江
西

参

問
馬
祖

云
。
不

与

万
法

為

侶
者
是
什

人
。
祖
云
。
待

汝
一
口
吸

尽
西
江
水

即
向

汝
道
。
居
士
言
下
頓
領

28
）

玄
要

。

こ
の
文
章
は

居
士
が
石
頭
希
遷
に
参
じ
て
問
答
し
た
話
に
つ
づ
く
と
こ
ろ
で
、
そ
の
あ
と
江
西
の
馬
祖
に
参
じ
、
す
べ
て
の
事
象
と
関
係
の
な
い
者
と

は
ど
ん
な
人
か
、
と
の

居
士
の
問
に
対
し
、
君
が
西
江
の
水
を
一
口
で
飲
み
尽
く
し
た
ら
答
え
て
あ
げ
よ
う
、
と
の
馬
祖
の
一
言
で
仏
教
の
深
遠
な
意
味

を
了
解
し
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
話
じ
た
い
が
公
案
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
忠
利
が
こ
の
話
の
深
意
を
沢
庵
に
問
い
質
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
先
の
忠
利
の
子
光
尚
に
宛
て
た
沢
庵
の
書
簡
を
も
勘
案
す
れ
ば
、
沢
庵
は
俗
弟
子
に
対
し
て
も
古
則
公
案
な
ど
を
通
し
て
も
禅
の
指
導
を
お
こ
な
っ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
古
則
公
案
を
み
た
か
ら
と
い
っ
て
得
道
者
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
言
句
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
と
い
う
注
意
を
怠

ら
な
い
の
で
あ
る
が
。
も
と
も
と
沢
庵
に
は
仏
法
の
衰
微
が
坐
禅
を
し
な
く
な
っ
た
禅
僧
に
象
徴
さ
れ
る
と
の
考
え
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
明
暗
双
双

集
」
に
収
め
ら
れ
た
「
雪
に
因
み
宗
門
の
弊
を
嘆
く
二
首
」
の
う
ち
の

29
）

一
首
に
、

祖
宗
已
廃
再
難

興
。
月
落

前
渓

滅

法
灯

。
此
夕
叮
嚀
雪
公
案
。
叢
林
今

坐
禅
僧
。

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
禅
宗
は
す
で
に
廃
れ
再
興
し
が
た
い
。
月
は
前
の
渓
に
隠
れ
法
の
灯
は
消
え
た
。
月
が
隠
れ
て
暗
く
な
っ
た
今
は
、
叢
林
で
は
公
案

に
明
け
暮
れ
る
ば
か
り
で
、
坐
禅
を
す
る
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ざ
っ
と
こ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
公
案
へ
の
こ
だ
わ
り
、
そ
の
最
た
る
も

の
が
密
参
録
の
存
在
で
あ
ろ
う
、
そ
の
悪
弊
を
沢
庵
は
熟
知
し
て
い
た
。
不
立
文
字
を
標
榜
し
な
が
ら
そ
の
文
字
に
拘
泥
す
る
禅
宗
の
矛
盾
を
深
刻
に
受
け
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止
め
て
い
た
沢
庵
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
矛
盾
を
感
じ
な
が
ら
も
、
沢
庵
は
よ
く
書
き
物
を
し
て
い
る
。
か
な
り
筆
ま
め
で
も
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
を
、

物
を
書
申
事
は
、
長
老
に
成
申
候
て
か
ら
、
今
日
ま
で
書
や
み
不
申
候
。
か
ゝ
ぬ
と
申
候
偽
に
て
候
。
大
名
小
名
に
か
は
り
て
、
へ
つ
ら
ひ
候
て
、
は

や
く
書
お
そ
く
書
と
申
事
も
な
く
候
。
心
次
第
に
て
候
。
…
…
大
名
と
て
、
物
を
書
て
進
候
は
ゞ
、
か
ね
に
て
も
、
小
袖
き
ぬ
万
の
音
物
取
申
事
一
切

無
之
候
。
後
世
の
事
な
ど
に
、
志
ふ
か
く
思
召
候
方
の
給
候
き
る
物
な
ど
は
、
結
縁
の
為
に
て
候
故
う
け
申
候
。
布
施
と
候
へ
ば
、
う
け
申
候
。
…
…

右
筆
は
持
不
申
候
。
千
万
通
も
一
人
し
て
書
申
候
。
又
右
筆
持
申
候
て
、
ね
て
居
て
も
返
事
仕
や
う
に
身
を
持
事
も
存
候
へ
共
、
あ
き
な
ひ
仕
候
事
は

い
や
に
て
候
故
、
今
の
世
に
て
、
出
家
の
あ
き
な
ひ
ば
か
り
仕
候
と
同
前
に
、
我
々
も
仕
候
は
ゞ
、
成
可
申
候
へ
共
、
き
ら
ひ
に
て
候
は
ゞ
、
何
と
可

仕

30
）

候
哉
。

と
述
べ
て
い
る
。
長
老
に
な
っ
て
か
ら
は
よ
く
書
き
物
を
し
て
い
る
。
た
だ
相
手
に
よ
っ
て
早
く
書
く
と
か
遅
く
書
く
と
い
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
し
、

礼
を
期
待
し
て
書
く
こ
と
も
な
い
。
後
世
の
こ
と
に
志
が
深
い
人
か
ら
の
も
の
は
結
縁
に
も
な
り
布
施
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
あ
る
。
右
筆
を
持
た
な
い

身
で
あ
る
か
ら
総
て
自
分
ひ
と
り
で
書
い
て
い
る
。
自
分
は
寝
な
が
ら
も
右
筆
に
い
く
ら
で
も
返
事
を
書
か
せ
る
よ
う
な
、
出
家
の
商
い
の
よ
う
な
こ
と
は

私
は
嫌
い
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
沢
庵
に
と
っ
て
、
書
く
と
い
う
行
為
は
布
教
活
動
の
一
環
で
あ
り
利
他
行
で
あ
っ
た
。

三
、
寺
院
の
存
続
と
仏
法

前
稿
に
お
い
て
、
そ
の
仏
法
放
棄
発
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沢
庵
は
自
ら
中
興
開
山
と
な
っ
た
故
郷
の
宗
鏡
寺
と
堺
の
南
宗
寺
の
行
く
末
を
最
後
ま
で
心

配
し
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
た
。
沢
庵
に
と
っ
て
中
興
と
い
う
行
為
は
創
建
よ
り
も
意
義
深
い
こ
と
で
す
ら
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
二
月
、
小
出
吉
政
が
泉
州
岸
和
田
城
で
没
し
た
。
吉
政
は
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
の
前
野
長
康
改
易
の
あ
と
の
出
石
城
主

で
、
慶
長
九
年
か
ら
は
嫡
男
吉
英
が
出
石
城
主
と
な
っ
て
い
た
。
吉
英
の
要
請
を
受
け
た
沢
庵
は
、
吉
政
の
仏
事
供
養
を
営
み
、
そ
の
布
施
で
南
宗
寺
の
鐘

楼
建
立
を
し
た
。
吉
英
は
さ
ら
に
吉
政
の
た
め
に
大
徳
寺
に
一
院
を
建
立
し
た
き
旨
を
申
し
出
た
が
、
そ
の
と
き
沢
庵
は
、
聚
光
院
は
我
が
先
師
の
塔
の
あ

る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
旧
院
の
再
建
の
功
徳
は
新
院
建
立
の
そ
れ
に
十
倍
す
る
と
述
べ
た
。
吉
英
は
亡
父
追
福
の
た
め
の
一
院
建
立
で
あ
り
、
し
か
も
そ
こ
を
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沢
庵
の
行
道
の
地
と
し
た
い
の
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
他
の
跡
を
追
わ
ん
、
と
重
ね
て
新
院
建
立
を
促
し
た
。
し
か
し
沢
庵
は
あ
く
ま
で
固
辞
し
そ
の
件
は

沙
汰
や
み
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

31
）

あ
っ
た
。

新
院
建
立
よ
り
旧
院
再
建
の
方
が
功
徳
が
十
倍
と
い
う
沢
庵
の
主
張
は
、
そ
の
根
拠
は
不
明
な
が
ら
、
沢
庵
の
寺
院
建
立
に
た
い
す
る
考
え
方
、
延
い
て

は
仏
法
の
あ
り
方
に
関
す
る
沢
庵
の
考
え
を
知
る
上
で
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。と
は
い
え
沢
庵
は
新
院
建
立
に
ま
っ
た
く
関
わ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
寛
永
一
六
年
（
一
六
三
九
）
の
品
川
東
海
寺
（
将
軍
家
光
開
基
）
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
前
寛
永
一
一
年
の
堺
祥
雲
寺
（
谷
正
安

32
）

開
基
）、

同
一
五
年
の
柳
生
芳
徳
寺
（
柳
生
宗
矩

33
）

開
基
）
は
い
ず
れ
も
沢
庵
が
開
堂
供
養
し
た
開
山
寺
院
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
慶
長
一
六
年
条

に
よ
れ
ば
、

豊
州
細
川
忠
興
為

先
考

建

一
寺
於
豊
之
前
州

。
請
師
住
持
。
而
師
不

応

之
。
忠
興
憑

叔
父
玉
甫
和
尚

再
三
堅
請
。
然
師
終
不

起
矣
。

と
あ
り
、
沢
庵
が
大
徳
寺
に
出
世
し
た
翌
々
年
と
い
う
早
い
時
期
に
豊
前
の
新
寺
院
の
住
持
に
請
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
。
忠
興
の
叔
父
玉
甫
は
、
沢
庵
の
大
徳

寺
出
世
の
と
き
の
推
薦
人
で

34
）

あ
り
、
し
か
も
沢
庵
三
〇
歳
の
若
い
と
き
に
細
川
幽
斎
に
和
歌
百
首
の
批
評
を
乞
う
た
と
あ
る
こ
と

35
）

か
ら
、
以
前
は
こ
の
細
川

忠
興
の
住
持
要
請
の
記
事
を
疑
わ
な
か
っ
た
の
で

36
）

あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
『
細
川
家
史
料
』
を
検
討
し
て
い
く
う
ち
に
、、
紫
衣
事
件
以
前
、
忠
興
・
忠
利

の
視
野
に
沢
庵
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
、紫
衣
事
件
の
直
後
で
も
ふ
た
り
は
金
地
院
崇
伝
へ
の
世
間
の
酷
評
に
同
情
こ
そ
す
れ
沢
庵
へ
の
配
慮

が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
で
の
沢
庵
へ
の
住
持
要
請
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に『
綿
考

輯
録
』
所
収
の
「
南
禅
寺
天
授
庵
由
来
」
に
よ
れ
ば
、

幽
斎
公
於
京
都
御
逝
去
の
刻
、
当
寺
に
て
取
置
候
様
に
と
御
遺
言
に
つ
き
、
則
当
寺
北
門
前
に
て
火
葬
、
一
七
日
法
事
有
之
、
御
骨
半
分
ハ
天
授
庵
へ

収
、
御
廟
造
営
、
半
分
ハ
御
国
元
へ
圭
長
老
持
参
被
仕
、
御
法
事
も
有
之
候
、
其
後
光
樹
院
殿
御
骨
も
当
庵
に
収
、
御
両
所
の
御
廟
御
位
牌
も
御
座
候
、

御
年
忌
に
相
当
候
時
、
将
軍
家
御
上
洛
に
て
、
三
斎
公
妙
解
院
殿
御
在
京
被
成
候
へ
は
、
於
天
授
院
御
法
事
被
仰
付
、
御
焼
香
に
て
御
参
詣
被
成
候
、

又
御
国
元
に
御
座
候
時
分
の
御
年
忌
に
ハ
、
圭
長
老
を
御
請
待
被
成
、
寺
中
僧
衆
同
道
に
て
豊
前
へ
被
罷
下
、
御
法
事
有

37
）

之
候
、

と
あ
り
、
幽
斎
の
葬
儀
は
そ
の
遺
言
の
と
お
り
南
禅
寺
塔
頭
天
授
庵
で
執
り
行
わ
れ
、
遺
骨
の
半
分
は
天
授
庵
に
収
め
ら
れ
、
半
分
は
国
元
へ
圭
長
老
が
持

参
し
て
国
元
で
も
法
事
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
圭
長
老
は
幽
斎
の
室
光
寿
院
の
甥
で
あ
る
。
そ
の
後
も
忠
興
・
忠
利
が
在
京
の
お
り
に
は
天
授
庵
で
法
事
が
な

― ―163

（

）

一
四

北海学園大学人文論集 第48号(2011年３月)



さ
れ
、
国
元
に
い
る
と
き
は
圭
長
老
・
天
授
庵
（
あ
る
い
は
南
禅
寺
）
の
僧
侶
を
招
き
法
事
が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
『
綿
考
輯
録
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、

慶
長
一
六
年
辛
亥
二
月
、
幽
斎
君
御
菩
提
寺
、
忠
興
君
小
倉
ニ
一
寺
御
建
立
、
瑞
雲
山
泰
勝
院
と
被
号
候
、
其
節
は
京
都
南
禅
寺
派
ニ
而
候
処
、
住
持

之
僧
無
之
、
先
ツ
看
坊
被
指
置
候
由
、
寛
永
九
年
忠
利
君
熊
本
御
入
城
之
上
、
翌
十
年
（
一
ニ
十

一
年

）
小
倉
よ
り
御
引
越
、
於
熊
本
千
葉
城
先
代
之
士
屋
敷

（
長
岡
内
膳
元
屋
敷

泰
勝
院
の
跡
な
り

）
に
仮
に
御
位
牌
等
御
安
置
、
同
十
四
年
、
飽
田
郡
立
田
山
之
麓
ニ
、
泰
勝
院
を
御
建
被
成
候
（
一
ニ
五
山
の
僧

交
々
住
居
と

）、
又
八
代
北
小
路
ニ
三
斎
君

豊
前
の
泰
勝
院
を
御
引
越
（
今
の
泰
巌
寺
之
地
此
時
之
泰
勝
院
也
、
一
ニ
古
麓
と

有
は
誤
也
、
天
正
十
五
年
忠
興
君
の
譜
ニ
詳
に
出
す

）
被
置
候
得
共
、
熊
本
ニ
泰
勝
院
有
之
事
故
、
三
斎
君
御
逝
去
後
、
正
保
三
年
八
代
の
泰

勝
院
を
被
止
、
竜
田
之
泰
勝
院
ニ
被

38
）

合
候
。

と
あ
り
、幽
斎
の
菩
提
寺
泰
勝
院
が
南
禅
寺
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
も
沢
庵
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。も
っ

と
も
住
持
に
な
る
僧
が
い
な
か
っ
た
の
で
看
坊
を
置
い
た
と
あ
る
の
で
、こ
の
と
き
南
禅
寺
派
に
は
住
持
と
し
て
送
り
込
む
べ
き
人
材
が
い
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
が
、
玉
甫
の
存
在
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
大
徳
寺
派
の
沢
庵
に
話
が
い
く
と
も
思
え
な
い
。
そ
の
後
飽
田
郡
立
田
山
麓
に
泰
勝
院
が
移
さ
れ
た
と

き
も
住
持
は
五
山
僧
が
な
っ
て
い
る
ら
し
い
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

紫
衣
事
件
以
前
に
は
、
細
川
家
（
忠
興
・
忠
利
）
の
人
々
の
視
野
に
は
沢
庵
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
事
件
後
の

家
光
の
沢
庵
へ
の
帰
依
と
い
う
現
実
の
な
か
で
、
沢
庵
に
た
い
す
る
見
方
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
沢
庵
と
交
流
す
る
機
会
が
増
え
、
や
が
て
忠
利
や

光
尚
は
沢
庵
に
心
酔
し
て
い
っ
た
。
そ
の
忠
利
が
寛
永
一
八
年
三
月
一
七
日
に
病
死

39
）

し
た
。
四
月
二
八
日
に
飽
田
郡
春
日
村
岫
雲
院
で
荼
毘
に
付
さ
れ
、
晦

日
に
は
泰
勝
院
に
納
骨
さ
れ
た
。
四
十
九
日
の
法
要
に
は

西
堂
・
金
西
堂
・
天
授
庵
・
聴
松
院
・
不
二
庵
が
参
加
し
て

40
）

い
る
。
こ
の
う
ち

西
堂
は
の
ち

大
徳
寺
二
六
〇
世
に
な
る
湘
南
宗

、
天
授
庵
と
聴
松
院
は
南
禅
寺
の
塔
頭
、
不
二
庵
は
東
福
寺
塔
頭
霊
雲
院
の
旧
名
か
と
思
わ
れ
る
。
翌
年
に
は
泰
勝
院

で
大
徳
寺
の
天
祐
紹
杲
（
大
徳
寺
一
六
九
世
）
導
師
の
も
と
一
周
忌
法
要
を
執
り
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
寛
永
二
〇
年
に
は
光
尚
は
父
忠
利
の
た
め
に
妙
解

院
（
の
ち
妙
解
寺
）
を
建
立
、
二
月
に
完
成
し
遺
骨
・
位
牌
を
泰
勝
院
か
ら
移
し
、
三
年
忌
法
要
が
営
ま
れ
た
。
光
尚
の
参
勤
交
代
の
た
め
に
一
ヵ
月
早
く

行
っ
た
の
で

41
）

あ
る
。

こ
の
妙
解
院
建
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
綿
考
輯
録
』
巻
五
二
に
、

初
め
光
尚
君
よ
り
沢
庵
和
尚
を
被
請
、
三
回
御
忌
追
善
之
導
師
且
妙
解
寺
の
開
山
ニ
御
頼
被
成
候
、
然
処
東
海
寺
を
あ
け
ら
れ
候
事
難
成
、
啓
室
座
元
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を
代
り
と
せ
ら
れ
候
（
啓
室
ハ
江
戸
祥
雲
寺
之
住
職
也
、
承
応
元
年

ニ
転
位
、
寛
文
六
年
二
月
廿
五
日
寂
七
十
歳

）、
依
之
妙
解
寺
開
山
ハ
沢
庵
和
尚
な
れ
と
も
初
位
啓
室
和
尚
、
二
世
天
岸
和
尚
（
寛
永
十
二
年

に
詳
ニ
出

）、
三
世

桂
隠
和
尚
、
四
世
謙
叟
和
尚
、
五
世
別
道
和
尚
と

42
）

相
続
、

と
記
さ
れ
て
い
る
。
沢
庵
に
心
酔
し
て
い
た
光
尚
に
と
っ
て
、
父
忠
利
が
敬
愛
し
て
い
た
沢
庵
に
妙
解
院
の
住
持
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
忠
利

の
戒
名
妙
解
院
殿
台
雲
宗
伍
大
居
士
の
台
雲
は
、
生
前
、
忠
利
の
求
め
に
応
じ
て
沢
庵
が
与
え
た
も
の
で
あ

43
）

っ
た
。
だ
が
将
軍
家
光
開
基
の
東
海
寺
住
持
で

あ
る
沢
庵
を
妙
解
院
の
住
持
に
強
要
す
る
こ
と
ま
で
は
、
さ
す
が
に
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
光
尚
の
諦
め
き
れ
な
い
様
子
が
沢
庵
の

光
尚
宛
の
書
簡
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
こ
の
書
簡
の
な
か
に
、
仏
法
の
存
続
、
寺
院
の
存
続
そ
し
て
僧
侶
の
役
割
に
関
す
る
沢
庵
の
考
え
が
窺
え

る
の
で
、
以
下
そ
の
検
討
を
し
て
み
た
い
。
ま
ず
は
寛
永
一
九
年
一
一
月
二
日
付
の
光
尚
宛
の

44
）

書
簡
か
ら
。

来
年
妙
解
院
第
三
年
御
位
牌
所
共
御
建
立
之
旨
、
為
御
冥
加
、
尤
珍
重
奉
存
候
。
住
持
之
儀
被
仰
聞
候
。
如
御
存
、
私
弟
子
と
て
、
誰
も
無
御
座
候
。

万
派
同
源
之
事
候
。
誰
々
を
被
為
請
候
て
も
不
苦
儀
に
候
ハ
ヽ
、
無
隔
心
、
追
々
可
得
貴
意
候
。
少
も
ヒ
イ
キ
カ
タ
ン
ノ
心
ヲ
以
テ
、
其
人
ニ
ア
タ
ラ

ヌ
人
ナ
ト
ヲ
相
定
候
テ
、
後
ク
ヤ
ミ
候
て
も
、
カ
ヘ
ラ
サ
ル
事
ニ
候
。
何
れ
の
人
を
被
仰
付
候
共
、
能
々
前
カ
ト
御
思
案
を
被
為
煉
候
而
、
可
被
仰
定

候
。
自
派
他
派
之
所
ハ
不
苦
儀
候
。
乍
去
申
ハ
世
上
𨻶
多
候
へ
共
、
今
之
世
ハ
、
知
識
長
老
ト
申
て
も
、
実
之
人
き
れ
物
に
て
御
座
候
。
先
御
存
之
衆

之
内
に
て
、
あ
れ
が
実
の
人
か
、
是
が
実
の
人
か
と
、
一
々
御
心
を
加
ら
れ
候
て
、
可
有
御
覧
候
。
何
れ
の
知
識
か
、
実
の
心
持
被
申
候
哉
。
只
渡
世

一
道
と
見
え
申
候
。
然
共
渡
世
一
道
の
人
も
、
渡
世
と
お
も
ハ
ぬ
も
、
同
す
か
た
に
て
候
、
世
に
交
ル
間
敷
事
も
不
成
、

住
持
の
要
請
に
た
い
し
て
、
自
分
に
は
弟
子
が
い
な
い
こ
と
、
万
派
同
源
だ
か
ら
大
徳
寺
派
に
拘
ら
な
い
こ
と
、
今
は
知
識
長
老
と
い
っ
て
も
真
実
の
人

は
そ
う
い
な
い
か
ら
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
同
年
一
二
月
二
日
付
の
光
尚
宛

45
）

書
簡
で
、

就
妙
解
院
御
建
立
、
住
持
分
之
人
指
図
可
申
旨
被
仰
聞
候
。
如
御
存
知
、
私
弟
子
持
不
申
候
。
北
一
派
之
門
中
誰
に
も
相
応
之
任
カ
）
仁
一
人
も
無
御
座
候
。

啓
室
座
元
ト
申
単
寮
外
之
人
御
座
候
。
文
字
才
学
者
雖
無
御
座
候
。
大
徳
派
之
修
行
相
究
、
被
得
印
可
候
。
五
三
年
之
中
、
出
世
も
可
被
仕
候
。
掃
除

勤
行
等
被
致
、
真
前
之
焼
香
被
仕
候
分
、
其
外
行
跡
無
沙
汰
之
儀
無
之
人
、
於
紫
野
も
、
喝
食
立
之
人
に
而
御
座
候
。
為
私
名
代
被
下
候
様
申
談
候
処
、

無
才
学
候
条
、
如
何
被
申
、
辞
退
及
度
々
候
へ
共
、
私
名
代
之
由
申
候
間
、
其
上
者
、
兎
も
角
も
と
領
掌
被
申
候
間
、
天
祐
同
船
下
可
被
申
候
。
御
寺
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被
為
作
、
当
座
焼
香
之
住
持
も
無
御
座
候
へ
ハ
、
如
何
候
間
、
先
縁
次
第
可
被
召
置
候
。

と
語
る
。
沢
庵
の
所
属
す
る
北
派
に
は
相
応
の
人
物
は
い
な
い
が
、
単
寮
外
の
人
で
啓
室
座
元
、
こ
の
人
は
文
字
才
学
は
な
い
が
大
徳
寺
の
修
行
を
究
め
、

印
可
も
得
て
そ
の
う
ち
出
世
す
る
は
ず
。
掃
除
・
勤
行
・
真
前
の
焼
香
怠
り
な
く
、
そ
の
ほ
か
の
行
跡
も
申
し
分
な
い
。
大
徳
寺
生
え
抜
き
の
人
で
あ
る
。

本
人
は
沢
庵
の
名
代
の
話
を
才
学
が
な
い
と
し
き
り
に
辞
退
し
て
い
た
が
、や
っ
と
説
得
し
て
同
意
さ
せ
、法
要
の
導
師
を
つ
と
め
る
天
祐
に
同
船
さ
せ
る
。

寺
が
で
き
当
座
の
焼
香
す
る
住
持
が
い
な
い
の
も
拙
い
か
ら
、
こ
の
啓
室
を
住
持
と
し
て
置
い
て
ほ
し
い
。
こ
の
よ
う
に
沢
庵
は
妙
解
院
の
住
持
に
啓
室
を

推
薦
し
た
の
で
あ
る
。

沢
庵
は
前
便
で
、
今
は
知
識
長
老
と
い
っ
て
も
本
物
は
い
な
い
と
長
老
な
ど
に
対
す
る
幻
想
を
持
た
な
い
よ
う
釘
を
刺
し
て
お
い
て
、
啓
室
座
元
を
妙
解

院
の
住
持
に
推
薦
し
た
。
文
字
才
学
は
な
い
と
念
を
押
し
な
が
ら
も
、
大
徳
寺
派
の
修
行
を
き
ち
ん
と
し
た
人
で
、
五
、
三
年
の
う
ち
に
出
世
す
る
だ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
実
際
は
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
の
出
世
（
一
八
七
世
）
な
の
で
、
一
〇
年
後
で
あ
っ
た
。
啓
室
宗
栄
は
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
七
〇
歳

で
没
し
て
い
る
の
で
、
逆
算
し
て
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
こ
の
と
き
は
四
六
歳
で
あ

46
）

っ
た
。
沢
庵
は
こ
の
書
簡
で
も
十
分
で
な
い
と

思
っ
た
か
、
直
後
に
同
趣
旨
の

47
）

書
簡
を
光
尚
に
送
っ
て
い
る
。

御
寺
被
立
候
に
付
、
留
守
居
も
仕
候
人
無
之
候
て
、
不
叶
儀
候
故
、
住
持
之
儀
被
仰
聞
候
。
如
御
存
知
、
私
弟
子
ト
申
者
持
不
申
候
。
又
北
門
中
ニ
モ
、

可
然
相
応
之
人
無
之
候
。
青
岩
ナ
ト
ハ
、
年
モ
壮
年
ニ
御
座
候
へ
共
、
や
つ
し
ろ
双
方
被
懸
候
儀
も
、
定
テ
成
間
敷
候
。

西
堂
な
と
、
幸
之
儀
候
間
、

被
仰
付
候
ハ
ヽ
、
可
然
義
ト
存
候
へ
共
、
是
ハ
元
盛
前
角

公
御
心
中
存
子
細
候
間
、
成
間
敷
候
。
被
仰
候
共
、
同
心
被
成
間
敷
由
申
候
。
紫
野
門
中

北
派
に
、
誰
も
似
相
申
人
別
に
無
之
候
。
天
祐
之
儀
者
、
本
寺
ニ
シ
カ
ト
シ
タ
ル
老
僧
衆
無
御
座
候
間
、
田
舎
住
居
永
々
敷
ハ
成
間
敷
候
。
江
月
会
下

ノ
衆
モ
、
元
盛
申
様
子
も
御
座
候
間
、
一
向
手
を
付
不
申
候
。
此
度
下
シ
申
啓
室
、
北
門
派
ニ
テ
、
自
喝
食
そ
た
ち
被
申
候
。
行
跡
モ
能
候
間
、
御
寺

ノ
焼
香
被
仕
候
共
、
若
輩
ナ
ル
事
ハ
有
御
座
間
敷
候
。
掃
除
勤
行
タ
ヽ
シ
ク
被
仕
候
ヘ
ハ
、
万
事
済
申
候
。
右
ニ
如
申
候
、
文
字
才
学
の
事
ハ
無
御
座

候
。
紫
野
一
派
ノ
参
学
ヲ
遂
、
師
匠
ノ
印
可
ヲ
得
申
候
ヘ
ハ
、
本
寺
大
徳
寺
ノ
住
持
ヲ
モ
持
申
事
ニ
候
間
、
何
方
ノ
寺
ノ
住
持
仕
候
テ
モ
、
不
足
ハ
無

御
座
候
。
文
字
言
句
ノ
御
用
者
被
仰
間
敷
候
。
…
…
啓
室
座
元
へ
も
、
私
弟
子
同
前
之
様
ニ
入
魂
仕
候
テ
、
法
度
書
ま
で
仕
候
て
渡
申
候
。

弟
子
を
持
た
な
い
こ
と
、
北
派
に
は
相
応
の
人
が
い
な
い
こ
と
、
を
沢
庵
は
繰
り
返
す
。
青
岩
な
ど
は
年
も
壮
年
だ
が
八
代
と
の
兼
務
は
無
理
だ
ろ
う
と
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い
う
。
こ
の
青
岩
は
清
岩
宗

の
こ
と
で
、
す
で
に
寛
永
二
年
に
奉
勅
入
寺
（
大
徳
寺
一
七
〇
世
）
を
遂
げ
て
お
り
、
こ
の
と
き
八
代
の
泰
雲
寺
の
住
持
で

あ

48
）

っ
た
。

西
堂
は
元
盛
と
の
関
係
で
無
理
だ
ろ
う
。
天
祐
は
、
本
寺
に
し
か
る
べ
き
長
老
が
い
な
い
今
、
長
期
の
田
舎
住
ま
い
は
で
き
な
い
。
江
月
会
下

の
衆
も
、
元
盛
に
考
え
が
あ
る
ら
し
く
手
を
つ
け
ら
れ
な
い
。
沢
庵
は
こ
こ
ま
で
述
べ
て
、
自
ら
推
薦
し
た
啓
室
が
住
持
と
し
て
い
か
に
相
応
し
い
か
を
繰

り
返
す
。
そ
し
て
前
便
で
は
啓
室
が
文
字
才
学
が
な
い
と
語
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
も
文
字
言
句
の
御
用
だ
け
は
仰
せ
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
念
を
押
し

て
い
る
。
あ
た
か
も
文
字
言
句
の
御
用
は
今
ま
で
通
り
沢
庵
が
引
き
受
け
る
か
ら
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
細
川
光
尚
の
父
忠
利
の
菩
提
所
妙
解
院
住
持
へ
の
推
薦
依
頼
に
た
い
し
て
、沢
庵
は
同
じ
北
派
に
属
す
る
未
出
世
の
啓
室
宗
栄
を
送
り
込
ん

だ
の
で
あ
る
。
万
派
同
源
だ
か
ら
誰
が
な
っ
て
も
い
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
し
っ
か
り
沢
庵
の
属
す
る
大
徳
寺
北
派
の
僧
を
推
薦
し
た
。
も
っ
と
も
啓

室
は
沢
庵
の
「
弟
子
同
前
」
で
あ
り
、
し
か
も
大
徳
寺
生
え
抜
き
で
大
徳
寺
の
修
行
を
き
ち
ん
と
済
ま
せ
た
僧
と
自
信
を
も
っ
て
推
薦
し
た
の
で
あ
る
。
老

い
の
繰
り
言
の
よ
う
に
大
徳
寺
の
禅
の
現
状
を
こ
ぼ
す
沢
庵
で
は
あ
っ
た
が
、一
方
で
沢
庵
の
大
徳
寺
の
禅
に
た
い
す
る
並
々
な
ら
ぬ
自
負
の
念
が
あ
っ
た

こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
忠
利
が
ま
だ
健
在
の
と
き
に
、
小
倉
の
仏
法
の
衰
微
を
沢
庵
に
語
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
沢
庵
は
そ
れ
を
受
け
て
、
次
の
よ
う
な

書
簡
を
忠
利
に
送
っ
て
い
る
。

其
元
之
仏
法
之
事
承
候
。
都
方
に
て
さ
へ
、
今
ハ
い
つ
か
た
も
あ
さ
ま
し
き
心
底
に
て
候
間
、
其
元
ハ
は
や
す
た
れ
は
て
申
候
間
、
弥
以
令
察
候
。
せ

め
て
す
か
た
は
か
り
成
共
、
古
徳
先
師
残
る
有
様
を
見
申
候
へ
ハ
、
涙
に
て
候
間
、
か
つ
〳
〵
も
修
理
を
も
い
た
し
度
事
に
て
候
。
此
御
居
城
近
、
鎌

倉
五
山
此
躰
に
て
御
座
候
へ
ハ
、
何
事
を
申
て
も
無
曲
世
に
て
御
座
候
。
地
ハ
人
ニ
依
て
あ
ら
ハ
れ
候
。
可
然
人
候
ハ
ヽ
、
建
立
も
可
成
候
へ
共
、
人

無
之
故
に
て
も
御
座
候
。
ま
た
所
よ
く
立
候
へ
ハ
、
人
の
よ
き
も
出
来
申
候
物
に
て
候
。
日
本
ニ
道
御
座
候
故
、
大
覚
や
仏
光
、
一
山
、
明
極
、
皆
々

来
朝
候
上
ハ
、
又
所
よ
り
人
も
出
来
申
事
ニ
候
へ
共
、
人
も
地
も
如
此
ニ
成
行
候
間
、
無
了
簡
次
第
ニ
候
。
仏
国
之
御
影
堂
御
覧
候
哉
。
さ
て
も
〳
〵

先
年
見
申
候
て
、
涙
を
な
か
し
申
候
。
竜
源
院
な
と
も
、
仏
国
派
に
て
候
。
其
外
派
中
も
今
ニ
御
座
候
へ
共
、
御
影
堂
之
戸
サ
へ
立
て
不
申
候
て
、
ゆ

き
と
を
り
ニ
仕
候
て
置
申
候
間
、
人
も
な
く
、
人
な
き
故
ニ
、
所
を
は
て
申
す
候
。
末
法
ニ
成
は
て

49
）

申
候
。

細
川
氏
が
熊
本
に
移
る
前
の
ま
だ
小
倉
時
代
の
こ
と
、
し
た
が
っ
て
沢
庵
が
い
う
「
其
元
之
仏
法
」
と
は
小
倉
周
辺
の
仏
法
の
現
状
を
忠
利
が
嘆
い
て
い
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た
の
で
あ
ろ
う
。
沢
庵
は
そ
れ
を
受
け
て
、
都
で
さ
え
今
は
ど
こ
も
嘆
か
わ
し
い
状
態
だ
か
ら
、
そ
ち
ら
の
仏
法
衰
微
は
察
し
が
つ
く
と
語
り
、
せ
め
て
姿

形
だ
け
で
も
古
徳
先
師
た
ち
が
残
る
よ
う
に
修
理
も
し
た
い
。
お
城
近
く
の
鎌
倉
五
山
で
す
ら
こ
の
為
体
な
の
で
、
何
を
言
っ
て
も
面
白
く
な
い
世
に
な
っ

た
も
の
だ
。〞
地
は
人
に
依
っ
て
現
れ
る
〝
と
い
う
か
ら
、
し
か
る
べ
き
人
が
い
れ
ば
寺
院
の
建
立
も
可
能
で
あ
り
、
ま
た
所
が
立
て
ば
人
の
良
い
の
も
出

て
来
る
も
の
だ
。
日
本
に
道
が
あ
っ
た
か
ら
、
大
覚
・
仏
光
、
一
山
、
明
極
な
ど
も
来
朝
し
た
の
だ
。
所
よ
り
人
も
出
て
来
る
も
の
だ
が
、
人
も
地
も
こ
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
今
は
手
の
下
し
よ
う
も
な
い
。
仏
国
の
御
影
堂
を
御
覧
に
な
っ
た
か
、
先
年
見
て
余
り
の
酷
さ
に
涙
を
流
し
た
。
竜
源
院

な
ど
も
仏
国
派
で
、
そ
の
ほ
か
仏
国
派
は
ま
だ
い
る
の
に
、
仏
国
の
御
影
堂
の
戸
さ
え
立
て
ら
れ
な
い
状
態
で
、
人
が
な
く
、
人
が
い
な
い
か
ら
所
も
果
て

る
、
末
法
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
地
は
人
に
よ
っ
て
現
れ
、
人
は
地
に
よ
っ
て
現
れ
る
、
と
沢
庵
が
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
沢
庵
が
五
山
寺
院＝

所＝

地
の
衰
微
を
末
法
の
象
徴
と
捉
え
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
の
も
人
が
い
な
い
か
ら
で
、
人
さ
え
出
れ
ば
地
は
現
れ
、
地
が
現
れ
れ
ば
ま
た
そ
こ
に
人
も

出
て
来
る
。
沢
庵
が
寺
院
の
中
興
に
拘
る
の
は
、
そ
の
寺
院
に
は
開
山
以
来
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
中
興
す
る
と
い
う
行
為
は
、
単
に
物
理

的
に
寺
院
を
再
建
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
開
山
以
来
の
寺
院
の
歴
史
を
も
引
き
受
け
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
寺
院
の
中

興
は
ま
さ
に
仏
法
の
中
興
に
な
る
の
で
あ
る
。
寺
院
が
存
続
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
が
て
そ
こ
に
人
が
現
れ
、
仏
法
も
興
る
こ
と
に
な
る
。

沢
庵
は
法
嗣
を
打
ち
出
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
釈
迦
い
ら
い
連
綿
と
続
い
て
き
た
仏
法
が
沢
庵
の
代
で
断
絶
し
た
こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と

も
法
系
史
的
に
は
そ
う
い
え
る
。
法
嗣
を
打
ち
出
せ
な
か
っ
た
の
で
禅
僧
と
し
て
は
失
格
で
あ
る
、
と
の
沢
庵
の
言
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
だ
が
一

方
で
、
仏
法
は
自
ず
か
ら
無
始
無
終
で
あ
っ
て
断
絶
は
な
い
、
仏
が
出
れ
ば
仏
法
は
顕
れ
る
（
法
自
無
始
無
終
也
。
無

断
絶

。
只
仏
出
則

50
）

法
顕
）
と
沢
庵

が
考
え
て
い
た
の
も
、
こ
れ
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。

注

１
）
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
十
六
号
、
平
成
十
三
年
十
月
（
以
下
、
前
稿
と
す
る
）。
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２
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
八
八
号
。

３
）
『
増
補
龍
宝
山
大
徳
寺
世
譜
』（
平
野
宗
浄
校
訂
、
昭
和
五
十
四
年
、
思
文
閣
出
版
。
以
下
『
世
譜
』
と
す
る
）。

４
）

正
保
元
年
八
月
十
一
日
付
小
出
吉
英
宛
書
簡
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
七
四
号
）。

５
）
『
古
事
類
苑

宗
教
部
二
』
九
九
〇
頁
。

６
）
「
驢
鞍
橋
」
上
｜
三
六
（『
鈴
木
正
三
道
人
全
集
』
一
四
九
頁
）。

７
）

正
保
一
年
十
一
月
十
五
日
付
天
祐
宛
書
簡
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
七
六
号
）。

８
）

寛
永
十
八
年
一
月
二
十
四
日
付
中
庵
宛
書
簡
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
一
九
一
号
）。

９
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
一
一
五
号
。

10
）

船
岡
誠
『
沢
庵
』（
中
公
新
書
、
昭
和
六
十
三
年
）
二
三
〜
二
四
頁
。

11
）

拙
著
で
は
『
万
松
祖
録
』
は
沢
庵
の
時
期
よ
り
二
世
紀
も
後
の
も
の
で
、
そ
の
採
用
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
さ
を
要
す
が
と
断
っ
て
い
る
。
沢
庵
の
小
出
吉
英
宛
書
簡
（
七
六
号
）
で

「
紫
野
な
と
さ
へ
住
持
ハ
今
も
無
御
座
候
。
も
と
住
持
仕
た
る
塔
頭
ノ
長
老
衆
番
ニ
仕
、
三
十
日
つ
ゝ
彼
（
役
カ
）
を
仕
事
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
沢
庵
の
頃
も
三
日
住
持
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

12
）
『
紫
巌
譜
略
』『
増
補
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』。

13
）
『
紫
巌
譜
略
』『
増
補
龍
宝
山
大
徳
禅
寺
世
譜
』。

14
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
寛
永
十
五
年
条
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
六
巻
）。

15
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
慶
長
十
八
年
条
。

16
）

前
稿
。

17
）
「
復
高
野
山
某
法
印
伊
豆
之
大
島
謫
居
書
」（「
明
暗
双
双
集
」
巻
一
〇
、『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
一
巻
）。

18
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
三
八
〜
三
九
頁
。

19
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
二
巻
、
二
四
〜
二
五
頁
。

20
）

年
未
詳
八
月
二
十
九
日
付
東
慶
寺
〔
天
秀
尼
〕
宛
書
簡
（『
鎌
倉
市
史
・
資
料
編
・
第
二
』
三
四
六
〜
七
頁
）。

21
）

玉
村
竹
二「
沢
庵
宗
彭
｜
紫
衣
事
件
に
対
す
る
一
見
解
｜
」（『
禅
文
化
』七
〇
号
、
昭
和
四
十
年
。
の
ち
同
氏『
日
本
禅
宗
史
論
集
』上
、
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
一
年
、
収
載
）。
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22
）

寛
永
十
九
年
四
月
十
一
日
付
細
川
光
尚
宛
書
簡
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
一
九
号
）。

23
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
五
巻
、
一
五
九
頁
。

24
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
六
巻
。

25
）
『
碧
巌
録
』
下
（
岩
波
文
庫
）
一
四
七
頁
。

26
）
「
寛
永
一
五
年
八
月
一
日
付
細
川
忠
利
宛
書
簡
」（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
四
巻
、
一
二
五
号
）。

27
）
「
寛
永
一
七
年
五
月
二
〇
日
付
細
川
忠
利
宛
書
簡
」（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
四
巻
、
一
七
六
号
）。

28
）
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
五
一
巻
、
二
六
三
頁
。

29
）
「
明
暗
双
双
集
」
巻
六
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
一
巻
）。

30
）
「
寛
永
一
三
年
二
月
二
五
日
付
小
河
九
右
衛
門
宛
書
簡
」（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
八
二
号
）。

31
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
慶
長
一
八
年
条
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
六
巻
）。
拙
著
『
沢
庵
』
二
六
〜
二
七
頁
。

32
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
に
よ
れ
ば
、
寛
永
五
年
か
ら
開
創
が
は
じ
め
ら
れ
、
紫
衣
事
件
で
中
断
、
沢
庵
の
大
徳
寺
帰
山
の
許
さ
れ
た
こ
の
年
に
開
堂
供
養
が
行
わ
れ
た
。

33
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
寛
永
一
五
年
条
。

34
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
慶
長
一
四
年
条
。

35
）
「
東
海
和
尚
紀
年
録
」
慶
長
七
年
条
。

36
）

拙
著
『
沢
庵
』
二
七
頁
。

37
）
『
綿
考
輯
録
』
第
一
巻
、
三
八
八
〜
三
八
九
頁
。

38
）
『
綿
考
輯
録
』
第
一
巻
（
汲
古
書
院
、
昭
和
六
三
年
）
三
〇
六
頁
。

39
）
『
綿
考
輯
録
』
六
巻
、
三
五
七
頁
。

40
）
『
綿
考
輯
録
』
第
六
巻
、
三
五
九
頁
。

41
）
『
綿
考
輯
録
』
第
六
巻
、
三
九
九
〜
四
〇
〇
頁
。

42
）
『
綿
考
輯
録
』
第
六
巻
、
四
〇
〇
〜
四
〇
一
頁
。

43
）
『
綿
考
輯
録
』
第
六
巻
、
三
五
九
頁
。
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44
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
二
九
号
。

45
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
三
一
号
。

46
）
『
世
譜
』。

47
）
『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
二
三
五
号
。
こ
の
書
簡
は
年
欠
な
が
ら
内
容
か
ら
寛
永
一
九
年
一
二
月
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

48
）
『
世
譜
』。

49
）
「
寛
永
一
四
・
？
・
二
六
日
付
細
川
忠
利
宛
書
簡
」（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
四
巻
、
一
〇
〇
号
）

50
）
「
東
海
夜
話
」
下
巻
七
五
〜
七
六
（『
沢
庵
和
尚
全
集
』
第
五
巻
）。
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